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ポリアミノラウリン酸は，カルボキシル末端基定量法あるいは光散乱測定その他から分子量20 ， 000'"'-'30， 0
00 と考えられる。また乙の重合法はラセミ化を伴わない。
β司アラニンの場合には同様にポリアミドを与えるがその分子量はα，アミノ酸の場合よりも小さいロ
この重合反応のメカニズムは 1) ジフェニルカルパミルアミノ基は酢酸その他と反応しないこと， 2) 氷
酢酸中でもなお重合反応が起る乙と， 3) NCA を氷酢酸中で重合させると，このモノマーを氷酢酸中で重
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以上大泉君の研究はジフェニルカノレパミルアミノ酸の重縮合反応の研究とともに， αーアミノ酸のN置換
カノレボニ jレ系誘導体を用いる他の重合反応をも合めて，この種の重合反応を説明し得る合理的な反応機構
を提案し，ポリペプチド合成に関して新知見を加えたものとして理学博士の学位論文として十分価値ある
ものと認めるの
A斗? ?
